
各務原市立緑陽中学校 「おうちで給食を作ってみよう！」 夏休み

挑戦した給食メニューと家族で取り組んだ感想

【豚キムチ丼】 私は普段、料理をすることがないのでとても
よい機会でした。お母さんと一緒に作るのは楽しかったし、
「おいしい」「ありがとう」と言ってくれるお父さんやお姉
ちゃんがいてとても幸せな時間になりました。これからも少し
ずつ料理をつくってみることをしようと思いました。（生徒）

【さっぱり♪ごま豆乳うどん】 子どもたちとわいわい言いな
がら作って楽しかったです。足りない材料は工夫して他のもの
で代替したり、使ったことのない食材を使ったりして、いつも
とは違う雰囲気の食事に会話がはずみました。 （保護者）

【かんたん各務原キムチ丼、鶏肉のトマトのチーズ焼き】
お母さんの時短術がすごい。色々な知恵で毎日考えてつくって
くれているんだなと思い、感謝の気持ちがわいてきました。
作り終わったときに達成感があり、よりおいしく感じました。

（生徒）

【ココアビーンズ】 簡単においしいものができて感心しまし
た。普段の給食について、子どもたちから話を聞くきっかけに
もなり、よかったです。 （保護者）

緑陽中学校では、今年度、給食試食会に代わり、夏休みに
親子で「給食づくり」に挑戦してもらう取組を企画されまし
た。軽く食事を済ませてしまいがちな夏休み、栄養満点な給
食メニューのうち、人気のメニューや食べてほしい食材を
使ったメニューなど、お薦めの給食料理２４種のレシピを学
校からの貸与タブレットで簡単に見ることができるように工
夫されました。
取組に伴うアンケートも作成

され、アンケート回収後は報告
書（左下）という形で、皆さん
がどのような給食メニューに挑
戦され、どのようなことを思わ
れたのかをまとめられました。
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子どもたちにとって長期の休みとなる夏・冬・春は、すこし時間に余裕をもてる期間であるとともに、
自分で計画を立てて、有意義な時間が過ごすことができるように努めなければならない期間でもあります。
そこで各ご家庭においては、子どもたちに普段できない体験をする機会を設けたり、親子でふれあう時

間を増やすための工夫をされたことと思います。このことは子どもたちの安定した成長にきっと寄与する
ことになると考えます。
また各学級では、県が推進している「語ろう！話そう！わが家の約束」運動をはじめ、それに類する取

組として、「家族でチャレンジ」「親子で製作あそび」「親子でクッキング」「親子de読書」「わが家の
防災会議」「家族みんなでスキンシップ、ハグ、スマイル」「おうちdeよいことみつけ」「家族でボラン
ティア」「地域のクリーン作戦」「地域における祭りへの参加」などを企画し、実践していただいたよう
です。ありがとうございます。
今月号では、夏休み中に行われた在宅型の取組として３例を紹介させていただきます。



山県市立いわ桜小学校 「話そう！語ろう！わが家約束」運動 夏休み

いわ桜小学校では、通信４号に
合わせて提供させていただいた約
束運動の案内文、説明文書、実践
カードのデータを活用して、わが
家の約束運動を実践していただき
ました。
保護者の方が、毎日の確認とし

て実践カードに貼られたかわいい
シールは、子どものやる気に火を
つけたのではないかと想像します。
パパに「お仕事がんばってね」の
一言を添えて送り出せる姿が生ま
れたのも、保護者のこのような見
守りがあってのことだと考えます。
わが家の約束運動は、親子のふ

れあいや会話が増えて、親子の絆
が深まることをめざしています。
年１回の取組に終わらず、何度

も計画していただけることを期待
しています。

各務原市陵南小学校 「話そう！語ろう！わが家の約束」運動 夏休み

陵南小学校の家庭教育学級は、夏休み中の任意の５日間に、「話そ
う！語ろう！わが家の約束」運動に取り組まれました。
「家庭での豊かなコミュニケーションを生み出すことを目的」にという
うことで、約束の例には「親子で一緒に行う取組」が示されています。

回収した実践カードをもとに、
報告書を作成してくださいました
が、約束宣言の内容をみてみると、
「顔を見てあいさつする」「家族
そろってご飯を食べる」「一緒に
勉強をする・体を動かす・料理す
る」「家族でたくさん話をする」
「ハグをする」など、親子一緒に
取り組んでいただけたようです。
子どもは、「親が自分をどう見

ているのか、接してくれるのか」
という判断基準から、自分自身の
価値を決めていく傾向があると考
えられています。
お父さん・お母さんが自分のた

めに一緒に取り組んでくれている
ということが伝わるだけで、子ど
もたちの自己肯定感は、アップす
るはずです。

ミニ情報

岐阜県PTA連合会では、「家庭教育の充実、学校との連携と充実、地域との連携と充
実」を活動の重点に掲げ、児童・生徒の健全な育成に取り組んでみえます。子育ての情報
提供の一環として「わが子のあゆみ」を年５回発行されていることはみなさんご存じだと
思いますが、このほかにも、「子育て情報」として、HPに読み物や研修動画を掲載してみ
えます。これらを参考にして実施している家庭教育学級もありますので、一度HPを閲覧し
てみてください。

岐阜県PTA連合会のHPをご覧になったことはありますか？



各務原市立蘇原保育所 「子育て広場」 ９月６日

講師 臨床心理士・公認心理師 堀 智哉 氏 （各務原病院）

子どもが泣いている時や嫌がっている時に、つい急が
せたり止めたりしてしまいますが、子どもの表現として、成長のために必要

な姿であると学び、もう少し寄り添った声かけをしていきたいと思いました。

成長していく子どもに対してどのように接していけばよいか少しわかり
ました。どうしても子どもに対して押しつけてしまいがちなので、そのよ
うな時は、子どもの目線で考えてあげようと思いました。専門家の方から

聞くお話はとても参考になりました。

各務原市では担当課が、講師リストをもっており、各教育機関より依頼が
あった場合は、講師との調整を行い派遣を行ってみえます。
学級長さんは事前にアンケートをとられ、講師の先生に教えていただきた

いことを前もって連絡されており、それらの質問に関わる回答をお話の中で、
聴くことができました。
また、講演後には、４人１組の小グループとなり、意見交流を行う時間を

設けられ、保護者同士がつながる場を位置付けてみえました。

参加者の声

抱っこされている子どもは、お父さんや
お母さんが何を見て喜んでいるかをしっか
り見ていて、それをよいものだと思い込む
（価値観）。楽しいことをたくさん経験し
て、心が満たされることが、子どもにとっ
ては、次のステップに進む原動力になる
（意欲や行動力）。
誕生から就学するまでのそれぞれの発達

段階の特性を、ジブリ映画の登場人物や映画の場面を例に上げながら、
わかりやすくお話してくださいました。

岐阜県金属工業団地協同組合 「企業内家庭教育研修」 ９月１９日

講師 日本ほめる達人協会認定講師 高橋 恵美 氏

・ほめる事の大切さ！なにかと短所を指摘しがちだが、
今日学んだことを今後に活かしていきたい。

・普段は欠点しか見えていないことに気付かされました。ほめる点を考えるだけ
で、その人の良い点に気づけました。

・実践をふまえた研修でよかった。違った見え方ができるのではないかと感じた。
・相手の気持ちになって考えること。考え方を少し変えてみることの大切さに気
付かされました。

・人は自分とは違うということを認識し、接することが必要だと気付かされまし
た。とても良い内容のお話で、会社のみんなにも聞かせてあげたい。

参加者の声

岐阜県金属工業団地協同組合は、中小40社以上の機械金属等に関する
企業の集合体です。月に１度、事業主または次期事業主が集まり研修会
を実施してみえます。今回、同組合にご協力いただき、県が推進してい
る企業内家庭教育研修を開催しました。「企業も家庭も元気になれる！
今、知っておきたいほめ効果」と題し、お話していただいた高橋氏は、
自宅で印刷業を営んでみえることもあり、子育て、従業員の育成の両面

からお話をしていただきました。普段は聴くことが中心の研修会のようで
すが、今回は４人グループでの意見交流を交えながらの研修であり、参加
者の皆さんが積極的に自分の考えをお話される姿がありました。

高橋氏のお話の中で「ピグマリオン効果」というものが紹介されました。
これは、他者からの期待を受けることで学習成績が向上したり、仕事での
成果が上がったりする心理効果ですが、子育ての中で上手に使えると、子
どもの能力をより伸ばすことができるかもしれません。



山県市 子育て支援課 「あそびの教室」 ８月２８日

「笑顔で走り回って楽しむことができた。」「元気
に体操ができた。」「絵本の読み聞かせのとき、自分から進んで反応し、参加してい
た。」「ボールを片付ける事を伝えると、行動に移すことができた。」「抱っこして
ほしそうだったけど、がまんして、歩いたね！」などの言葉が振り返りシートに書か
れていました。

講師 保育士 三島 厚子 氏 ＆ 作業療法士 野口 翔 氏 （れじりえんす）

この日の保護者向けミニ講話として、野口氏からは、コミュニケーションを上手
にとるために大切な顔の表情を豊かにする「お顔たいそう」について説明がありま
した。表情筋を思いっきり縮めて一気に緩める「お顔でグ～・パ～」と「あいうべ
たいそう」について学び、その後、子どもとも一緒に挑戦していました。子どもの
コミュニケーション能力を高めるためには、保護者が表情豊かに子どもと接するこ
とが必要だということです。
今どきの子どもたちの姿勢についても、課題があることを指摘されていました。

今の子は少し猫背気味で、あごが前に出て頭が後傾しており、口を少し開いている
子が多い。このような姿勢では呼吸が浅くなり、脳に行き渡る酸素の量が少なくな
り、集中力の低下につながるのだそうです。また、うつむくような姿勢はネガティ
ブな思考に陥りやすくなるそうです。そうならないたためには、体幹を鍛え、正し
い姿勢をとることができるようにすることが大切です。

全体指導をされている三島氏は、リズム遊び、
ボールを使った遊び、新聞を使った遊びなどの活動
を通して、親子がふれあう時間を設け、色を認識さ
せたり、いろいろな体の動きや指先を使った作業的
な動きをさせることを通して、子どもたちの調整力
を養ってみえました。
教室の最後には、振り返りシート（左下）を配付

し、当日の子どもの姿の中でほめてあげたいことを
書き込み、わが子を膝の上にのせ、保護者がわが子
に対し、しっかり言葉かけしてほめる時間を作って
みえました。そして、親子で７秒間ハグを行うよう
に促されていました。

岐南町 子ども安心課 リフレッシュサロン「のびのび子育て広場」 ９月２０日

講師 保健師 今林 加奈子 氏 他

わが子を認める言葉

町に登録してあるの
で、LINEで催しのお知らせが届くのが便
利です。この施設は、週に２～３回、同じ
年齢の子たちが集まる時間帯に合わせて利
用しています。ほかのお母さんとも顔なじ
みになれて、お話もできるので今後もなる
べく参加するようにしたいです。

参加者の声

のびのび子育て広場は、町内３か所の子育てサロンを巡回して開催し
てみえます。子どもの身長と体重を測定して、母子手帳に成長の記録を
残します。図書館司書の絵本の読み聞かせがあり、保健師から、子育て
に関わるお話が行われます。この日は、「こどもの発達と事故予防」
（右下資料）と題してお話がありました。この時期に注意したいのが不
慮の事故で、何かを口に入れてのどを詰まらせたり、頭を強く打ったり

した時、冷静な判断ができなくなることもあ
るので、対処法を書いたものを家の中に貼っ
ておくとよい等、具体的なアドバイスがなさ
れていました。
自由時間もあり、親子で施設内にある遊

具で一緒に遊ぶ姿や他のお母さんとフリー
トークされている姿がありました。



10月は食品ロス削減月間です！（10月30日は食品ロス削減の日）

「親子で料理」や「お弁当の日」など、「食」に関わる取組を実践されている学級が多くなっています。少
し目先を変えた「食」に関わる取組として、食品ロスについて理解を深め、食品ロスを削減する取組に親子
で挑戦されるのはいかがでしょうか？

「食品ロス」に対する認知度は「92.0％」（令和2年に岐阜県が行った食品ロスに関するアンケート調査結
果より）ととても高い値となっています。しかし、週に数回以上家庭内で食品ロスを発生させていると回答
している方が「40.6％」。月に数回発生まで含めると「80.3％」になります。その原因のトップは「消費又
は賞味期限切れ」で「71.7％」、続いて「作りすぎ（29.9％）」「買いすぎ（28.3％）」となっています。
「あなたが、食品ロスを削減するために今後取り組んでみたいことはありますか。」という問いに対して、
「食べられる分だけ買うなどの計画的な買い物（62.1％）」「食品の在庫管理（60.3％）」との回答が多く、
計画性の弱さや見通しの甘さが自覚されていることがわかります。

例えば、１週間の献立を親子で話し合って決め、食品在庫を確認し、
次の買い物で何を購入しなければならないかを書き出し、週末に親子
で買い物に出かければ、親子がふれあう時間を増やすことができます
し、計画的に物事を進める訓練にもなります。
また、一人暮らしをする二十代の男子は44.8％、女子は28.8％。

一般世帯でも3割が一人暮らしをしており、その7割以上が週に３～
４回以上自炊すると回答していますので、将来の為にも役立ちます。

岐阜県では「ぎふ食べきり運動」に取り組んでいます。無駄な出費
を減らし、健康な生活を過ごすための知恵として「食品ロス」の取組
について、ご検討ください。

講師については、「県職員出前トーク」をご活用ください。
岐阜県 県民生活課（058-272-8204）または、廃棄物対策課（058-278-2607)に
ご相談ください。

10月10日は「目」の日です！

私たちは、生活情報のほとんどを「視覚」により得ていると言っても過言では
ありません。視力の低下は生命の危機につながりかねません。現在社会における
子どもたちの目の状態について、正しい理解と知識を得る機会を設けることも大
切なことではないでしょうか。
私事ですが、わが子の授業参観の折に、一番後列の席であった長男が

黒板の文字を見えていないことに気づき、夕食時に確認し、眼鏡を作り
に走ったことがあります。親子のコミュニケーション不足を露呈してし
まうような出来事ですが、この時に気づいたことは不幸中の幸いでした。

児童生徒一人一人にタブレット端末が貸与され、授業や家庭学習では、これを活用した学習活動が盛んに
行われています。目と画面の距離が短いと焦点を合わせるために、目の水晶体を厚くしなければなりません。
すると目の筋肉である毛様体筋への負担が大きくなり柔軟性が失われ視力低下を招きます。また、近くを見
続ける時間が長くなると、それに体が合わせようとするために、眼球の形が奥に伸びるように変形します。
一度変形した眼球は元には戻らないと言われていますので、そのならないための対策が必要になります。

2022年11月発表の文部科学省の「学校保健統計調査ー令和3年度（確報値）の結果の概要」によると、裸
眼視力1.0以下の子どもの割合は、小学生（36.9％）、中学生（66.7％）、高校生（70.8％）となっており、
年齢を重ねるごとに増加し、中高生の割合は過去最悪を更新しています。
目の不具合には、視力低下のほかに、乱視、斜視、ドライアイ、結膜炎等多種多様ですし、ブルーライト

に対する対応については、専門家のお話を聴くことができれば、これに越したことはありません。
各学校には、学校医（内科・眼科・耳鼻科）と学校歯科医が配置されています。子どもの健康に関わるこ

とをテーマに家庭教育学級を計画される時は、保健室の先生（養護教諭）にご相談ください。

子育て・家庭教育学級等のミニ情報



幼稚園、保育所、認定こども園、小学校の学級長様

ご活用ください！岐阜県家庭教育動画

いよいよ小学生！
年長児のみなさんは約半年経てば小学生。小学校ではそろそろ就学時健診や入

学説明会の準備が始まります。また、来春、小学校に入学されるお子さんがおら

れるご家庭では、入学準備が本格的になってくるのではないでしょうか。

そこで、今回は、県の家庭教育動画を紹介します。

◆入学までにやっておきたいことについての内容です。

◆就学時健診や入学説明会などの待ち時間や、入学の心構えとし

て、説明会で流していただいたりすることができます。

◆在宅取組型の家庭教育学級として家庭教育通信や園だより等で

紹介し、ご家庭で時間のある時にご覧いただくことも可能です。

QRコードを読み込んでいただく
と動画（YouTube）をご覧にな

れます。（2分４秒）
https://youtu.be/kKe3L1hXpbY

動画の内容

動画の活用方法

「話そう！語ろう！わが家の約束」運動のリーフレットを、就学時健診時に、
配付していただける場合は、岐阜県環境生活政策課( TEL058-272-8752)
へご連絡ください！

◆「生活リズム」など、他にも多くの動画があります。

環境生活政策課
公式YouTube


